
























A Study on Differences between Parents, Teachers, and Counselors 
in Understanding Children with Learning Disabilities
―Use of Pupil Rating Scale―







Parents of children with learning disabilities often complain that they do not have good relations with their teachers. 
is may be due to a dierence between what  parents and  teachers  understand about the children. is study surveyed 
the dierence in the understanding of the children by using the Pupil rating scale.  On the basis of the results, the causes 
of such dierences and support  methods  them  were discussed.  



























































１ 中２ 男 83 105 93 ２
２ 小６ 男 83 105 93 AD/HD(薬 ) ２
３ 小６ 男 84 109 95 １
４* 小６ 男 84 95 89 PDD ３
５ 小５ 女 78 98 86 PDD ３
６ 小５ 女 82 102 90 ２
７ 小２（通級） 男 91 129 109 １
８ 小２ 男 86 116 100 AD/HD(薬 ) ４
NVLD
（４）
９ 小４ 男 88 72 78 ３
10 小２（通級） 女 89 63 75 ２
11 小２ 男 101 72 86 ２
12 小１（通級） 男 86 70 77 ２
AMLD
（６）
13 小４ 男 73 75 71 AD/HD(薬 ) ２
14 小３ 男 86 100 92 AD/HD ３
15 小３ 男 95 95 95 ４
16 小３ 男 83 87 83 ４
17 小１ 男 72 75 71 PDD ２















調査のための質問紙には，市販のPRS （e Pupil 

































































































































































































対象児No. LDタイプ 保護者 担任教師 差異１ 差異２ 関係
保護者過大評価群 (n=5)
s4 言語性LD 72 53 19 21 ２
s6 言語性LD 66 52 14 14 ２
s7 言語性LD 65 48 17 19 １
s13 注意・記憶性LD 63 53 10 16 ２
s14 注意・記憶性LD 53 40 13 13 ３
評価一致群 (n=8)
s1 言語性LD 41 36 ５ 11 ３
s5 言語性LD 56 53 ３ 17 ３
s8 言語性LD 62 67 -５ ９ ４
s9 非言語性LD 63 67 -４ 10 ３
s10 非言語性LD 48 44 ４ 10 ２
s12 非言語性LD 46 49 -３ ７ ２
s16 注意・記憶性LD 55 53 ２ 10 ４
s17 注意・記憶性LD 55 52 ３ ９ ２
保護者過小評価群 (n=5)
s2 言語性LD 45 55 -10 16 ２
s3 言語性LD 53 65 -12 12 ２
s11 非言語性LD 43 69 -26 30 ２
s15 注意・記憶性LD 62 75 -13 21 ４
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図３　群別にみた３者の領域別評価点
５領域　am:聴覚的理解と記憶   v:言語性合計 (am+sp)
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図４　保護者課題・過小評価群の社会性領域の各項目に
おける評価点の差異
　社会性領域質問事項内容
　　１.協調性
　　２.注意力
　　３.手はずを整える能力
４.新しい状況に適応する能力
５.社会からの受け入れ
６.責任感
　　７.課題を理解し処する能力
　　　８.心遣い
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源の活用が保護者にも望まれる。
保護者が過大評価しやすい理由として，次の３点
が考えられる。①子どもの長所だけを見て評価しが
ちである。自分の願いで書く傾向にある。②自分と
の関係で子どもを評価する傾向にある。③子どもの
集団における様子をみる機会が限られている。また，
教師に過大評価傾向がある理由として，次の３点が
考えられる。①子どもを絶対評価している。②最近
の傾向として，長所をみる評価が主流になっている
ので，悪く評価できないという思いがある。③しっ
かり見ていないので，無難なところで評価をしてし
まう。いずれにしても厳しい評価はよほど評価者に
自信がないとつけられないことが筆者の評価体験か
らも指摘できる。ある担任教師がPRS記入後，「自
分の子ども理解の甘さや，子どもをみる視点の狭さ
について気づいた」と感想を述べた。これは，PRS
を記入するだけで学ぶことがあることを伺える感想
であった。いつも見ている担任教師であっても，子
どもに対する教育的姿勢やアセスメント力によっ
て，評価にかなりの違いがでてくることだけは間違
いないと考えられる。担任教師が正確な子ども理解
の視点をもつためにも，研修の充実をはかっていく
ことが肝要と考える。いずれにしても保護者と担任
教師の間には子ども理解において「ずれ」がおこり
うるということを理解して，両者の間の環境調整を
していく必要がある。そのためには，保護者には我
が子を客観的に捉えることができる情報の提示を，
担任教師には，教師同士の相互協力で子どもに関す
る情報交換の機会の設定や，子どもに感情的に接し
なくてもすむような精神的ゆとりをもてる支援体制
の充実が必要である。保護者と担任教師の関係では，
保護者が担任に比して子どもを過大評価している場
合は，担任との関係が悪化していることが多い。こ
れらの「ずれ」が担任教師と，保護者の間に無用の
軋轢を引き起こしていると考えれば，それらの軋轢
をなくすためには，上記を踏まえた環境調整をして
いくことが重要であることを，このデータは示して
いると考えることができる。
4.3　子ども理解の差異を軽減するための保護者
および担任教師への支援
過大評価群の保護者には，集団の中での子どもの
様子の観察や，保護者同士の話し合いの場を提供す
ることにより，子どもを客観的にとらえることがで
きるような配慮やアセスメントによる客観的データ
の提示が効果的であると考えられる。
過小評価群の保護者には，子どもの状態は「お母
さんが悪い」からではないことを伝え，一生懸命に
子どもに対応してきた労をねぎらうようにしたり、
どちらかというと子どもの長所より欠点に目がいく
ので，子どもの出来るようになったことや，良いこ
とを伝えるようにしたりするとよい。また，他の保
護者と話し合う機会をつくることで，子どもの見方
や考え方の幅を広めてもらうことが大事である。
過大評価群の教師には，自分の基準に基づいた評
価ではなく，客観的データに基づいた評価ができる
よう，チェックリストの紹介，記録の取り方，子ど
もの理解の仕方などを伝えることが効果的である。
また，保護者にとって辛い率直な評価でも真に子ど
もの成長を望む真摯な態度があれば，保護者の共感
を得，子ども理解の「ずれ」をなくすことに繋がる
と確信する。これからは，ますます適確なアセスメ
ント力が教師に求められることであろう。
一致群の保護者と担任教師には，子どものもつ困難
や問題についてより具体的に知らせたり改善のための
方法をともに考えたりすることで，子どもへの理解や
支援をより深めてもらうようにするのが効果的である。
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